





Translation and Annotation of“The Mathematical 
Classic of Sun Zi （孫子算経）” Vol. 1
OHKAWA Toshitaka　
Abstract
   “The Mathematical Classic of Sun Zi” was written during the Southern and Northern 
Dynasties, which was listed as one of the Ten Computational Canons （算経十書） during the 
Tang dynasty. The aim of our research is to provide a complete translation and annotation of 
it from the viewpoint of our previous work on “The Nine Chapters on the Mathematical Art 
（九章算術）.”
   This is the first article based on our research and results in which we studied the problems 
1 to 21 of the first volume.
　『孫子算経』は南北朝期に書かれた算術書であり、唐代に編纂された算経十書の一つで
ある。我々は、我々の『九章算術』研究を起点に、『孫子算経』の訳注を完成させること
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孫子曰、 夫算者天地之經緯、 羣生之元首、 五常之本末、 陰陽之父母、 星辰之建號、
三光之表裏、 五行之準平、 四時之終始、 萬物之祖宗、 六藝之綱紀。 稽羣倫之聚散、
考二氣之降升、 推寒暑之迭運、 步遠近之殊同、 觀天衜精微之兆基、 察地理從橫之
長短、 采神祇之所在、 極成敗之符驗、 窮衜德之理、 究性命之情。 立規矩、 準方圓、
謹法度、 約尺丈、 立權衡、 平重輕、 剖毫釐、 析黍絫。 歷億載而不朽、 施八極而無疆。


























































































































































































































［一］度之所起、 起於忽。 欲知其忽、 蠶［所生］［一］吐絲爲忽。 十忽爲一<絲>［秒］［二］、
十<絲>［秒］爲一毫、 十毫爲一釐、 十釐爲一分、 十分爲一寸、 十寸爲一尺、 十尺爲




























































とするのである。10忽を １秒とし、10秒を １毫とし、10毫を １厘とし、10厘を １分と
し、10分を １寸とし、10寸を １尺とし、10尺を １丈とし、10丈を １引とする。50尺を






































訳：重量の起点は、黍より起こる。10黍を １累とし、10累を １銖とし、24銖を １両とし、
16両を １斤とし、30斤を １鈞とし、 ４鈞を １石とする。
［三］量之所起、 起於粟。 六粟爲一圭、 十圭爲一（撮）　<抄>、 十（撮）　<抄>爲一（抄）　
<撮>、十（抄）　<撮>［一］爲一勺、十勺爲一合、十合爲一升、十升爲一（　）<斗>［二］、十（　）
<斗>爲一斛。 斛得六千萬粟。 所以得知者、 六粟爲一圭、 十圭六十粟爲一抄、 十抄
六百粟爲一撮、 十撮六千粟爲一勺、 十勺六萬粟爲一合、 十合六十萬粟爲一升、 十
升六百萬粟爲一斗、 十斗六千萬粟爲一斛、 十斛六億粟、 百斛六兆粟、 千斛六京粟、


















































訳：容量の起点は、粟より起こる。 ６粟を １圭とし、10圭を １抄とし、10抄を １撮とし、
10撮を １勺とし、10勺を １合とし、10合を １升とし、10升を １斗とし、10斗を １斛と
する。１斛は ６千万の粟を得られる。それが分かる理由は、６粟を １圭とするのだから、
10圭・60粟が １抄となり、10抄・600粟が １撮となり、10撮・６千粟が １勺となり、10勺・
６万粟が １合となり、10合・60万粟が １升となり、10升・600万粟が １斗となり、10斗・
６千万粟が １斛となる。10斛は ６億粟、100斛は ６兆粟、1000斛は ６ 京粟、 １万斛は
６陔粟、10万斛は ６秭粟、100万斛は ６壤粟、 １千万斛は ６溝粟、 １万万斛は ６澗粟、
10億斛は ６正粟、100億斛は ６載粟。
［四］　凡大數之法、 萬萬曰億、 萬萬億曰兆、 萬萬兆曰京、 萬萬京曰陔、 萬萬陔曰秭、

























































訳：円においては、円周 ３で直径は １である。正方形では、一辺 ５で斜辺は ７である。よっ
て、斜辺から一辺を求めるには、斜辺を ５倍し、 ７で割る。一辺から斜辺を求めるに
は、一辺を ７倍し、 ５で割る。
［六］黄金方寸、 重一斤。  白金［一］方寸、 重一十四兩
 玉方寸、 重一十二兩 銅方寸、 重七兩半
































訳：黄金は １立方寸で、重さ １斤。　　　白金は １立方寸で、重さ14両。
　　玉は １立方寸で、重さ12両。　　　　銅は １立方寸で、重さ ７両半。
　　鉛は １立方寸で、重さ ９両半。　　　鉄は １立方寸で、重さ ６両。
　　石は １立方寸で、重さ ３両。






















［八］ 凡乘之法、 重置其位、 上下相觀、 上位［一］有十步至十、 有百步至百、 有千步
至千。 以上命下、所得之數列於中位。 言十即過、不滿自如。 上位［一］乘訖者先去之。




















































［九］ 凡除之法與乘正異。 乘得在中央、除得在上方。 假令六爲法、百爲實。 以六除百、
當進之二等、 令在正百下、 以六除一、 則法多而實少、 不可除。 故當退就十位。 以



















































































































































　　　　ある数を ９分してその １に減らすには、その数に ２を掛けて18で割る。
　　　　ある数を ８分してその １に減らすには、その数に ２を掛けて16で割る。
　　　　ある数を ７分してその １に減らすには、その数に ２を掛けて14で割る。
　　　　ある数を ６分してその １に減らすには、その数に ２を掛けて12で割る。
　　　　ある数を ５分してその １に減らすには、その数に ２を掛けて10で割る。





一八如八、 即於中位下八十。 退下位一等、 収上位八十。 以上位一呼下八、 一八如






















































（B）六千五百六十一、 九人分之。 問、 人得幾何。
答曰、 七百二十九。
術曰、 先置六千五百六十一於中位、 爲實。 下列九人爲法。 上位置七百、 以上七呼
下九、 七九六十三、 即除中位六千三百。 退下位一等、 即上位置二十。 以上二呼下
九、 二九十八、 即除中位一百八十。 又更退下位一等、 即上位更置九、 即以上九呼




















































八九七十二、 自相乘、 得五千一百八十四。 八人分之、 ［人］［一］得六百四十八。
七九六十三、 自相乘、 得三千九百六十九。 七人分之、 ［人］［一］得五百六十七。
六九五十四、 自相乘、 得二千九百一十六。 六人分之、 人得四百八十六。
五九四十五、 自相乘、 得二千二十五。 五人分之、 人得四百五。
四九三十六、 自相乘、 得一千二百九十六。 四人分之、 人得三百二十四。
三九二十七、 自相乘、 得七百二十九。 三人分之、 （一）<人>［二］得二百四十三。
二九一十八、 自相乘、 得三百二十四。 二人分之、 （一）<人>［二］得一百六十二。
一九如九、 自相乘、 得八十一。 一人得八十一。



















































［一三］八八六十四、 自相乘、 得四千九十六。 八人分之、 人得五百［一］［一］十二。
七八五十六、 自相乘、 得三千一百三十六。 七人分之、 人得四百四十八。
六八四十八、 自相乘、 得二千三百四。 六人分之、 人得三百八十四。
五八四十、 自相乘、 得一千六百。 五人分之、 人得三百二十。
四八三十二、 自相乘、 得一千二十四。 四人分之、 人得二百五十六。
三八二十四、 自相乘、 得五百七十六。 三人分之、 人得一百九十二。
二八［一］［一］十六、 自相乘、 得二百五十六。 二人分之、 ［人］［二］得一百二十八。
一八如八、 自相乘、 得六十四。 一人得六十四。











































［一四］七七四十九、 自相乘、 得二千四百一。 七人分之、 人得三百四十三。
六七四十二、 自相乘、 得一千七百六十四。 六人分之、 人得二百九十四。
五七三十五、 自相乘、 得一千二百二十五。 五人分之、 人得二百四十五。
四七二十八、 自相乘、 得七百八十四。 四人分之、 人得一百九十六。
三七二十一、 自相乘、 得四百四十一。 三人分之、 人得一百四十七。
二七［一］［一］十四、 自相乘、 得一百九十六。 二人分之、 人得九十八。
一七如七、 自相乘、 得四十九。 一人得四十九。





































［一五］六六三十六、 自相乘、 得一千二百九十六。 六人分之、 人得二百一十六。
五六三十、 自相乘得九百。 五人分之、 人得一百八十。
四六二十四、 自相乘、 得五百七十六。 四人分之、 人得一百四十四。
三六一十八、 自相乘、 得三百二十四。 三人分之、 人得一百八。
二六一十二、 自相乘、 得一百四十四。 二人分之、 人得七十二。
一六如六、 自相乘、 得三十六。 一人得三十六。































［一六］五五二十五、 自相乘、 得六百二十五。 五人分之、 人得一百二十五。
四五二十、 自相乘、 得四百。 四人分之、 人得一百。
三五一十五、 自相乘、 得二百二十五。 三人分之、 人得七十五。
二五一十、 自相乘、 得一百。 二人分之、 人得五十。
一五如五、 自相乘、 得二十五。 一人得二十五。


























［一七］四四一十六、 自相乘、 得二百五十六。 四人分之、 人得六十四。
三四一十二、 自相乘、 得一百四十四。 三人分之、 人得四十八。
二四如八、 自相乘、 得六十四。 二人分之、 人得三十二。
一四如四、 自相乘、 得一十六。 一人得一十六。























［一八］三三如九、 自相乘、 得八十一。 三人分之、 ［人］［一］得二十七。
二三如六、 自相乘、 得三十六。 二人分之、 ［人］　［一］得一十八。
一三如三、 自相乘、 得九。 一人得九。
















　　　「一三が三」、この ３を自乗すると ９が得られる。 １人は ９を得る。
　　　右の「三三が九」から「一三が三」までの一列は合計すると、18が得られる。
　　　この18を自乗すると、324が得られる。３人でこれを分けると、人毎に108が得られる。
［一九］二二如四、 自相乘、 得一十六。 二人分之、 人得八。
一二如二、 自相乘、 得四。 一人得四。






注：（93）六は、 ４＋ ２＝ ６の計算結果である。
訳：「二二が四」、この ４を自乗すると16が得られる。 ２人でこれを分けると、人毎に ８が
得られる。





［二〇］一一如一、 自相乘、 得一。 一乘不長。








訳：「一一が一」、この １を自乗して １が得られる。 １は自乗しても、増えない。
　　　右の九の段から一の段に至るまでの合計は、1155となる。この1155を自乗すると、
1334025が得られる。 ９人でこれを分けると、 １人毎に148225が得られる。
［二一］以九乘一十二、 得一百八。 六人分之、 人得一十八。
以二十七乘三十六、 得九百七十二。 一十八人分之、 人得五十四。
以八十一乘一百八、 得八千七百四十八。 五十四人分之、 人得一百六十二。
以二百四十三乘三百二十四、 得七萬八千七百三十二。 一百六十二人分之、 人得
四百八十六。














































































９）『中国数学史大系』第 ４巻の第二編第一章『孫子算経』（1999年 ８ 月、北京師範大学出
版社）
10）銭宝琮「孫子算経考」（『銭宝琮科学史論文選集』科学出版社、1993年）
11）李儼「孫子算経補注」（『中国古代数学史料』）
12）矢崎武人『訓読算経五書』（近畿和算ゼミナール、2007年10月）
13）厳敦傑「孫子算経研究」（『学芸』16巻 ３ 号、1937年）
